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1 はじめに

1.1 micro:bitについて

micro:bitはイギリス発の小さなコンピューターであ
る。約 4cm × 5cmの小さなマイコンボードに、25個
の LED、2個のボタンスイッチ、明るさセンサー、磁
気センサーなどの各種センサーが搭載されている。ブ
ラウザーの専用サイトでブロックを組み立てるだけと、
誰でも簡単にプログラミングをすることができ、小学
生の授業でも使いやすい。また、既存の基本ブロック
に加え、新しいブロックを作成しプログラミングで使
用することもできる。

1.2 小学校でのプログラミング教育必修化について

2020年度から小学校でプログラミング教育が必修化
され、数学や理科など通常の科目の中でプログラミン
グ教材を用いた授業が行われる。論理的思考力を身に
つけることを目的とし、児童がプログラミング技能を
習得すること自体を狙いとはしていない。新しいもの
を生み出す創造的な力、自ら学ぼうとする意欲、論理
的に物事を考える力が身につくことが期待されている。
[1]

1.3 本研究の目的

上記のような背景で小学生のプログラミング教育は
必修化されるものの、プログラミング経験がなく、教
えることに不安を持っている教員は多い。また、プロ
グラミングに苦手意識を持ち、授業についていけなく
なる児童がいることも予想される。そこで、教員が教
えやすくかつ児童がよりプログラミングへの興味を深
められるような micro:bit の使い方を提案 (具体的に
は、micro:bitの新しいブロックを作成)するために本
研究を行った。

2 研究方針

2.1 対象とする授業

今回着目したのは、小学生の理科の授業におけるmi-

cro:bitの利用。前述の通り、micro:bitには、各種セ
ンサーが備わっており理科での使用に向いている。ま
た、小学生理科の単元において、micro:bitを用いた授
業をすることに適している単元がいくつかある。例え
ば、「3年生の磁石の性質、電気の通り道」「4年生の
月と星」「5年生の振り子の性質」「6年生の電気の利
用」の授業である。[2]これらの授業のなかで、既存の
ブロックに加え新しいブロックを提案することで、よ
り教員が教えやすくかつ児童がよりプログラミングへ
の興味を深められるプログラムを考えた。その際、実
際の授業で使われて公開されているプログラムも参考
にした。

2.2 検証方法

新しいブロックの効果の検証は、micro:bitを用いた
先行授業で使われていたサンプルプログラム [3]と、新
しいブロックを用いたプログラムの使い心地を比較し

てもらうアンケートを取ることにより行った。
※microbitの新しいブロックは、MakeCodeEditorFor

micro:bit javascriptエクスプローラーカスタムブロッ
クの追加、により作成。
※検証では小学生に調査をすることはできなかったの
で、20代 40代の大人 23名に、その授業の対象学年の
児童の気持ちになってアンケートに答えてもらった。

3 新しいプログラムの「提案」と「検証の
結果・考察」

※以下、(1)【対象学年・単元】(2)【プログラムの中
身】(3)【新しいブロックを作る目的・説明】(4)【元
のプログラムの一部 (左)と新しいブロック作成後のプ
ログラムの一部 (右)】(5)【目的が達成されているか検
証するための質問項目 (いずれも 10段階で)】(6)【ア
ンケート結果 (10段階で答えてもらった各項目の平均
値)】(7)【考察】とする。

3.1 micro:bitで方位磁石を作ろう

(1)小学校 3年生、理科。磁石の性質
(2)micro:bitの磁気センサーで読み取った角度を、東
西南北の 4つの方位に分類して LED画面上に表示さ
せるプログラミング
(3) 場合分けに必要な知識 (座標や角度について学ぶ
のは小学 4年生)を習得していない児童でも方位磁石
のプログラムを作りやすくするために、読み取った角
度による方位の場合分けをする東西南北の booleanブ
ロックの作成
(4)図 1参照

図 1: 元のプログラム (左)変更後 (右)

(5) 1,新しいブロックがあることで、授業を円滑に進
めやすくなると思いますか?

2,新しいブロックが追加されたことにより、プログラ
ミングの組み立ての試行錯誤がしやすくなると思いま
すか?

3,プログラムの難易度が下がったことにより、プログ
ラミングへの興味を持ちやすくなると思いますか?

4,プログラムができる達成感や楽しさをより感じやす
くなると思いますか?

(6)表 1参照

表 1: アンケート結果
質問項目 1 2 3 4

平均 8.0 7.2 6.7 7.2

(7) 結果からは、プログラムの難易度を下げることで、
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教員がプログラミングを教えやすくなるが、それによっ
て児童がプログラミングに興味を持ちやすくなるかは
個人差があることが予想できる。これは、プログラム
の難易度が下がることで、「できた！またやってみた
い！」という気持ちを持ちやすくなり、プログラミン
グへの興味が増す児童がいる一方で、児童の思考する
部分が減ってしまい、興味を持つきっかけを逆に失っ
てしまうこともあるからと考えられる。

3.2 micro:bitで通電テスターを作ろう

(1)小学校 3年生・理科、電気の通り道
(2)micro:bitにワニ口クリップを接続し、ワニ口クリッ
プで挟んだ物質が電気を通す場合は「◯」を、通さな
い場合は「×」を LED画面に表示させるプログラム
(3)プログラムを簡単にするために、元のプログラム
にある一連のブロックの命令と同じ動きをする「電気
を通すかしらべる」というブロックを作成
(4)図 2参照

図 2: 元のプログラム (左)変更後 (右)

(5) 1,新しいブロックがあることで、授業を円滑に進
めやすくなると思いますか?

2,新しいブロックを使ったプログラミングで、プログ
ラミングへの興味が生まれると思いますか?

3,自分が指示したもので、物が動いた！という達成感
を得られると思いますか?

4,一つのブロックでもプログラミングができることで、
コンピュータの便利さを感じられるようになると思い
ますか?

(6)表 2参照

表 2: アンケート結果
質問項目 1 2 3 4

平均 7.4 5.9 6.7 6.0

(7)方位磁石の例での考察と同じことがいえる

3.3 micro:bitで暗闇で光るおもちゃライトを作ろう

(1)小学 6年生・理科、電気の利用
(2)周りの光の強さに応じてmicro:bitの LED上に絵
が表示される、おもちゃライトを作る
(3)プログラムの難易度がそのままで、より複雑な動き
をするプログラムを作れるようにすることで、プログ
ラミングの達成感,興味をより持てるようにするため、
明るさを変数にもつ「akarusa」という新しいブロック
を作成。1,画像の柄は児童が自由に描け、その配列の
画像は自動で読み込まれる。2, 挿入した画像の個数分
周りの明るさに応じて自動で場合分けがされ、その明
るさに適した絵が表示されるという特徴を持つ
(4)図 3参照

図 3: 元のプログラム (左)変更後 (右)

(5) 1, 難易度は変わってないと思いますか?

2,プログラミングへの達成感や楽しさを感じやすくな
ると思いますか?

3,プログラムの難易度は変わらずに複雑な処理ができ
ることになったことで、コンピュータの便利さをより
感じられるようになると思いますか?

4,コンピュータによって電気が制御できることをより
感じられるようになると思いますか?

(6)表 3参照

表 3: アンケート結果
質問項目 1 2 3 4

平均 5.1 7.0 6.4 6.2

(7) 結果からは、プログラムへの達成感や楽しさをよ
り感じる児童もいることが予想できる。これは、組み
立てたブロックでより複雑に物が動くプログラムを作
れるからと考えられる

4 まとめと今後の課題
小学校理科のプログラミングを用いた授業において、

micro:bitの新しいブロックの提案を行なってきた。こ
れによりプログラムが単純になり、教員が授業を円滑
に進める手助けをすることができ、また、プログラミン
グが苦手な児童がプログラミングへの興味を持つきっ
かけを作り出せる、ということが分かった。
　一方で、プログラミングが得意な児童にとっては、
プログラムが単純になることは思考の機会が減り、プ
ログラミングを学ぶ本来の目的である論理的思考力を
育むことを妨げることにもなりかねない。よって今後
は、思考の機会を増やせるような新しいブロックの提
案をしていきたい。
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